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4昨年の12月８日から11日の５日間、立命館大学とオー
ストラリアのメルボルンにあるモナシュ大学との共同プ
ロジェクトとしての研究会が、モナシュ大学において開
催された。これは例年、立命館大学ファイナンス研究セ
ンターが主催してきた国際シンポジウムの新たな試みと
して、海外の大学との提携の形で共同主催し、海外現地
で行ったものである。タイトルは第一回モナシュ・立命
館大学シンポジウムと題された。
数理ファイナンス分野では、既に立命館大学国際シンポ
ジウムが国際的な名声を得ていることは我々ファイナン
ス研究センターのメンバーの誇りとするところである。
今回、このモナシュ大学との共同プロジェクトが実現の
運びとなったのにも、その背景があったことに簡単に触
れておきたい。と言うのも、前々回の立命館国際シンポ
ジウムについて、例年通りその企画と招待講演者の選定
を行なっていたところ、まだこちらから声をかける前か
ら、是非この研究会で講演をしたいと名乗りを挙げてき
たのが、モナシュ大学の確率モデリング研究センターの
メンバーたちだったのである。フランス、スイスなどを
中心とするヨーロッパの数理ファイナンスの世界で、
我々のシンポジウムと立命館大学の名前が浸透している
ことは知っていたが、このようなまだ繋がりのなかった
大学からも直接、申込があったことは主催者たちにとっ
て嬉しい驚きだった。そしてモナシュ大学のメンバーた
ちが来日したあと、立命館側と次回の研究会の共同開催
のアイデアが議論され、ついに本年度、つまり昨年12月
のオーストラリアでの国際研究会が実現したのである。
この研究会は最初の二日間が、この分野の指導的立場に
ある有力研究者たちによる、大学院生や若い研究者向け
のワークショップの形で行なわれ、そのあとの三日間が
通常の国際研究会として開催された。ワークショップに
は立命館大学からも大学院生にODを加え三名が参加し、
ショート・コミュニケーションとして研究会の場でその
研究成果を発表したことを特筆しておきたい。後半、三
日間の研究会では、立命館大学から赤堀次郎教授、安富
健児講師、私（原）が発表の機会を得たが、ヨーロッパ、
ロシアなど世界各地から講演者を集めての、非常に高度
な研究会であり、緊張感を持ちながらも、リラックスし
た意見交換が行なわれた有意義なものであった。デルバ
ーエン、プラーテン、シリヤーエフ、など、これまで立
命館国際シンポジウムに参加してくれたことのある大御
所研究者たちとまた再会し、交流を深めることができた
のもまた大事な成果だったと思う。
逆に少し残念だったのは、アカデミックな意味で密度の
濃い凝縮した五日間だったために、通常国際研究集会で
行なわれる、エクスカーションなど参加者たちの懇親の
機会があまりなかったことだろうか。少し贅沢な望みで
はあるが、オーストラリアのメルボルンという立地を生
かした懇親の時間も組み込んだ、もう少しゆったりした
スケジュールにする方が良かったかもしれない。特に、
大学院生や若手研究者たちが世界中の志を同じくする仲
間たちと懇親を深めることには、重要な意味がある。次
回以降の課題としたい。
いずれにせよ、既に成果を積み重ねて、国際的な評価も
確立した立命館ファイナンス研究センター主催の国際シ
ンポジウムが、新たな方向性を探る格好の機会であった
ことは確かである。モナシュ大学は私立大学としての独
自性を発揮しており、かつ生き残りのためにそうし続け
なければならない、立命館大学に似た状況にある大学で
あり、なおさら今後とも協力しあい、刺激しあう関係で
あることを期待したい。
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